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＜連絡事項＞
・特記なし。

＜入室状況＞
・特記なし。

＜患者様連絡事項＞
・泉川　ケイ子様～不眠時ブロチゾラム0.25㎎　1Ｔ　10回分処方。

・庭田　久美子様～便秘時IFオーダーにレシカルボン座薬　1個（3日間以上でない場合）追加。

・小林　司様～便秘時ピコスルファートNa内用液0.75％　10ｍｌ/本　1本処方。

・簗田　桜様～排便コントロール目的でグリセリン浣腸60ml 1本施行し、硬便中等量排泄。

・庭田　久美子様～不穏興奮強く、頓服薬服用拒否あり。主治医へ報告し指示にてジプレキサ筋注
10mg　1A右臀部へ実施。
[bookmark: _GoBack]・長岡　明美様～主治医より褥瘡部の他科受診指示あり。家族様へ確認後八戸市民病院　形成外科
へ受診予定となり、PSWへ情報提供し日程調整を依頼。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。開放観察中他室侵入し、他者の私物を弄る迷惑行為あり、早めに開放観察終了としている。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・袴田　将志様～終日隔離中。過度な飲水欲求や粗暴行為なく静穏に過ごしている。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

・小栗　健太郎様～終日隔離中。表情冴えないが不安感や療養環境に対する不満の訴えなく静穏に過ごしている。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

＜馬渡Dr診察＞
・植村　啓祐様～本人日中だけでもBユニットで過ごしたいと希望あり許可。
臨時薬シクレスト(20)→(10)に減薬、インヴェガ(6)追加処方。

・金田一　進様～バルプロ酸(200)→(100)に減量となる。

・吉田　洋様～ツムラ108　2P→3Pに増量。

以外の患者様、指示変更なし。

＜田名部Dr診察＞
・袴田 将志様～主治医診察にてヒルナミン錠（5） 2 T1×就床前薬追加指示あり。

・小栗 健太郎様～主治医診察にて明日から午前、午後1時間ずつの開放観察実施指示あり。

・安達 貴浩様～主治医診察にて私物の自己管理許可（衣類、ラジカセ）あり。咽頭痛訴えあり、PLとポピドンヨードガーグル液処方となる。

・長岡　明美様～主治医診察にて褥瘡について他科受診進めていくよう指示あり。ご家族と相談していく事とする。

以外の患者様、指示変更なし。


＜皮膚科診察＞
・山口　泰弘様～右腕はアズノール塗布後ソフラチュール。左腕乾燥部ヘパリン類似物質油性クリーム塗布指示あり処方。フェキソフェナジン継続処方。

・安達　貴浩様、野坂　翔様～治癒

・田中　義昭様～右膝下、痂皮が剥がれておりゲーベンクリーム+ソフラチュール+ガーゼ保護。

・成田　賀枝様～タベジール継続処方。

・工藤　新吉様～仙骨部から臀部にかけて、中央部に黒色壊死組織あり、ブロメライン軟膏へ処置変更。その外周の表皮剥離局面にゲーベンクリーム+ガーゼ。

・長岡　明美様～仙骨部から臀部にかけて、潰瘍中央部に壊死組織へブロメライン軟膏、壊死組織外周の潰瘍局面へゲーベンクリーム、その後全体をソフラチュールで覆う。両踵の水疱一部治癒、新生1個は保護テープとした。右足背部も保護テープ。また外部の来診について主治医へ相談するように指示あり。

・梁田　桜様～仙骨部潰瘍は治癒。臀部に発赤あり、エキザルベ塗布指示あり処方。

以外の患者様、指示変更なし。

＜事故振り返り＞
日　時　　：令和6年12月18日　7：54
対象者　　：高橋　亮（たかはし　りょう）様（38） ID：8713
主病名　　：アルコール依存症
発生場所　：東病棟Dユニット20号室　
事故レベル：5

・希死念慮がある患者の療養環境、私物の使用状況の把握が不足していた。
・外出時の様子を含めて、更に本人と職員で話が出来る機会を構築するべきであった。今後は
　患者様の想いを傾聴し、感情表出できる機会を増やす必要がある。
・職員の巡回回数が少なかった。
・職員の巡回方法（私物の持ち込み状況の確認、危険物になり得る物に関しての把握）について
統一されていなかった。
・本人と家族の関係性について把握できていなかったため、今後はアナムネ聴取時やカルテ記録を通して家族関係について把握する必要がある。





